
1 はじめに

「視聴覚教材」という用語や理論構成が現れたのは、

1930年代以降のアメリカにおいてである。アメリカの

教育工学者 エドガー・デールは、言葉による教育効

果をより高めるために非言語教材が利用されるべきで

あると考えた。1658年にコメニウスによって著された

絵入り教科書「世界図絵」は、今日の視聴覚教材の先

駆である１）。

看護技術教育におけるビデオ学習の研究は、1990年

代から行われており、最初の論文は「基礎看護技術の

ビデオ作りに挑戦して」２）であった。2000年代に入る

と、e-learningなどオンデマンド教材や、DVD活用

による自己学習システムの開発といった研究活動が広

がりを見せている３）～９）。教育機関ごとに作成された独

自のビデオが技術習得に有効であると報告されている

が、その一方で問題点も報告されている２），10）～14）。

本学における基礎看護技術の教育においても、過去

VHSやDVDを媒体とした視聴覚教材を教員が自ら制

作していたが、大池ら９）や長谷川ら２）が指摘している

ような照明や音声に関して問題を抱えていた。

一方、視聴覚教材の活用については、「自宅でも使

える教材の必要性」３）「インターネットが使用できない

環境の学生の存在」６）「ビデオを見ながらメモを取った

り考えたりすることが難しい」15）などの課題も報告さ

れている。学生が自宅等でビデオ学習出来る環境を整

える必要がある。

本学の基礎看護技術における視聴覚教材を用いたビ

デオ学習は、教員側から視聴覚教材を提示する一方向

の活用にとどまっており、学生による視聴覚教材の評

価は行われていなかった。そこで本研究では、学内実

習後、技術試験実施後に学生が視聴覚教材に求める内

容やビデオ学習の状況を明らかにすることを目的とし

て調査を行った。

学生の評価内容を踏まえて、魅力ある授業づくりを

目指し、視聴覚教材を含む授業の振り返りをすること

は、学生の看護技術習得に対して有効であると考える。

2 研究目的

視聴覚教材の学生評価をとおして、学生が学習段階

によって視聴覚教材に求める内容およびビデオ学習の

状況を明らかにする。

3 研究方法

3.1 本学のビデオ学習環境の現状調査

視聴覚教材を用いたビデオ学習の前提となる視聴環

境等に関して、本学での現状をまとめる。

3.2 視聴覚教材の学生評価の調査

� 学生評価の対象

2013年度「治療支援技術実習」履修生

� 学生評価の項目

以下の項目について調査を実施する。

① 2013年度「治療支援技術実習」注射法・採血法

ビデオの視聴方法

② 学内実習前後（講義日～学内実習後１週間）の

視聴回数と、学生が感じたビデオ学習の学内実

習に対する効果

③ ビデオの内容に対する学生の評価

� データ収集方法

中部大学アンケートシステム「CumocL」を活用し、

匿名回答アンケート調査により収集する。

今回活用したCumocLは、大学教育研究センターの

アンケート調査システムである。回答者はインターネッ

トに繋がる環境であれば、いつでもどこからでも回答

をすることが可能である。実施できるアンケートの仕

様は、一設問に対して一つの回答を選択する形式（最

大10設問で回答肢は10個まで）と自由記述がある。シ

ステム的にアンケートへの回答が匿名化されており、

個人情報保護が保証されている。また、結果の単純集

計を出力することができ、集計結果を回答期間終了後

に回答者に公表することや、アンケートの実施者から

回答者に対してコメントを発信することができる。ア

ンケートの実施者は、設問単位の集計結果を CSV形

式でダウンロードすることも可能である（大学教育研

究センター資料抜粋）。学生は、同様のシステムを授

業評価アンケートで活用しているため、使用方法につ

いて改めて説明を要しないという利点もある。

� データ分析方法

CumocLによるアンケート結果に対し、記述統計を

行い、自由記述欄に記載される意見・要望などについ

ては、内容を分類整理する。
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4 倫理的配慮

中部大学倫理審査会の承認を得て研究を実施した。

（承認番号250012）

研究対象者に対し下記内容をメール及び書面にて説

明し、アンケートに回答することで同意が得られたも

のとして取り扱うこととした。

① 調査研究への参加は自由意思によるものである。

② 参加しない場合であっても、治療支援技術実習の

成績評価には関係なく、その他不利益を受けるこ

とはない。

③ 研究に参加した場合であっても、いつでも取りや

めることができる。

④ 研究の参加を取りやめることによって不利益を受

ける事はない。

⑤ アンケートの回答から個人を特定することはでき

ない。

⑥ 研究の結果は公表を予定している。

研究上知り得た情報は研究以外の目的に使用するこ

とはなく、研究に使用した情報は、研究が終了した際

には、廃棄の手続きにて処分をおこなう。

5 結果および考察

5.1 本学のビデオ学習環境の現状

� 学生のPC活用の準備

本学の学生は、授業等の学習に用いる個人のノート

PCを総合情報センターの指導の下、入学時に準備を

行う。学生はそのPCを学内および自宅にてインター

ネットに接続し、学習に用いることができる。また、

学生個人のPCだけでなく、図書館・学部の共有部・

コンピュータ・サポートデスクなど学内の複数の場所

にインターネット接続がされているPCが設置されて

おり、潤沢なビデオ学習環境が整備されていると言え

る。

� 大学の教育支援

教務支援課が管理している学内ポータルサイトのラ

イブラリでは、授業科目ごとに講義資料や課題の提示

がされる。また、総合情報センター管理のe-learning

では、授業等登録項目ごとに講義資料や課題の提示以

外に、テストの実施やビデオ教材の配信・視聴が可能

である。本研究で用いた視聴覚教材はこのe-learning

を活用して学生がビデオ学習できるようにしている。

� 視聴覚教材作成

基礎看護技術において科目担当および単元担当教員

の協力のもと学内実習の手順を検討し、単元担当教員

を中心に視聴覚教材を作成していたが、2011年から視

聴覚教材の撮影では、メディア教育センターに所属す

る技術職員の協力により、十分な動画品質のビデオを

作成している。しかし、先行研究でも問題としてあげ

られている照明や音声、アングルなどに問題を感じて

いた。

5.2 注射法・採血法ビデオの視聴方法

表１に2013年度「治療支援技術実習」注射法・採血

法ビデオの視聴方法に関するアンケート結果を示す。

これによると、ビデオの視聴方法としては自宅でPC

が８名（80％）と最も多く、学内でPCの１名（10％）

とタブレットの１名（10％）と比べると、学生はビデ

オ学習を自宅で行うことが多いことが窺えた。また、

学生の自宅にインターネット環境が整っていることも

窺えた。

視聴方法に関して、自由記述欄に「ビデオをスマー

トフォンでも見られるようにして欲しい」との要望が

あった。学生はよりユビキタスなビデオ学習を望んで

いることが推測されるが、e-learningへの動画形式が

決められている都合上、視聴できるアプリが必要とな

る。今後その環境を整えていき、スマートフォンでの

視聴を可能にしていくことで、学生のビデオ学習の機

会を向上することができると思われる。しかし、細か

な手技を学ぶことが必要な看護技術のビデオ学習には、

ある程度の画面サイズは必要であると思われるため、

小さな画面のスマートフォンでのビデオ学習に対応す

る方法を検討する必要がある。

5.3 ビデオ視聴回数と学内実習に対する効果

表１に注射法・採血法の学内実習前後（講義日～学

内実習後１週間）のビデオ視聴回数と、学生が感じた

ビデオ学習の学内実習に対する効果を示す。

� 学内実習前は、注射・採血共に３回以上視聴して

いた。 採血は５回以上視聴した学生が４名

（40％）と多く、学内実習で学生同士での採血を

実施することや、１本が15分と見やすい長さであっ

たことも影響があると考えた。

� 学内実習後１週間以内は「見ていない」学生が注

射５名（50％）採血４名（40％）と多く、注射は

１週間後に採血の学内実習が控えていたことが影

響しているのではないかと推測された。

� 学内実習への役立ちは、注射：「とても役に立っ

た」４名（40％）、「役に立った」５名（50％）

「まあまあ役に立った」１名（10％）であった。

採血：「とても役に立った」３名（30％）、「役に

立った」７名（70％）であった。

自由記述欄の回答では、「もう少し近くから撮って

欲しい」や「どうやって針を刺入しているか見づらかっ

た」など撮影時のズームやアングルに要望が示されて

いた。これは5.1�に記した問題と同様であり、視聴

覚教材を作成する際に必ず課題となるものである。今
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後も学内実習に向けた視聴覚教材を作成する際には十

分検討し、改良・改善を計っていくことが必要である。

5.4 ビデオの内容に対する学生評価

表２に注射法・採血法ビデオの内容に対する学生の

評価を示す。

� 視聴時間の長さはいずれも80％以上の学生が良い

と回答した。

� カメラのアングルについては、注射は「あまりよ

くない」３名（30％）、採血は「あまりよくない」

１名（10％）であった。

� 字幕の表現については、注射は「ふつう」３名

（30％）「あまりよくない」３名（30％）、採血は

「ふつう」３名（30％）であった。

� 手技の速度については、注射は「ふつう」３名

（30％）、「あまりよくない」１名（10％）、採血は

「ふつう」２名（20％）、「あまりよくない」１名

（10％）であった。

自由記述欄の回答では、注射について、「針の刺入

について方法や程度などについて見づらい、よくわか

らない」という意見があった。他には、「看護師の立

つ位置やワゴンの位置がわかりやすかった」「声かけ・

観察の仕方がわかりやすかった」との意見が見られた。

採血については、「実施の仕方で注意点が最後にもう

一度流れたところが良かった」「針の刺し方、声掛け

が一番実施前に気になっていてその部分もわかりやす

く勉強になった」「挿入した注射器の固定の仕方が特

にわかりやすかった」「採血の流れがわかりやすかっ

た」という良い評価と、「もう少し近くから撮って欲

しい」との要望もあった。これらも学内実習に向けた

視聴覚教材を作成する際の検討課題であると考える。

表２ ビデオの内容に対する学生評価

6 おわりに

今回の調査は、CumocLを視聴覚教材の学生評価に

初めて活用するということと、研究協力の要請に期間

を十分に確保できなかったことが影響し、回答率が低

い結果となり十分な成果を得たとは言えない。しかし、

学生からの意見を取り入れて授業改善へつなげていく

取り組みとしては意義がある調査だったと考える。今

後同様の調査研究を今回の経験を踏まえて行うことで、

双方向の教育改善につながっていくと考える。
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